
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活支援員を募集

高齢や障がい等により、日常生活に不安を感じている方が、地域で安心して暮らし続けられる

よう、お手伝いをしていただく「生活支援員」を募集しています。 

～あなたの「見守り」と「寄り添い」が 

                     地域の安心につながります～ 

日常生活自立支援事業とは？ 

判断能力に不安のある高齢者や知的障がい・精神障がいのある方など

を対象に、福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理などを行い、地域

で安心して生活できるよう支援する事業です。 

専門員（社協職員）が作成した支援計画に基づき、生活支援員が利用者

のもとを訪問し、生活費のお渡し等のお手伝いを行います。 

（３）見守り・声かけ 

・定期訪問による安否確認  ・生活状況の確認  ・困りごとの聞き取り  など 

※契約や財産管理の判断を行う仕事ではありません。専門員と連携しながら活動していただきます。 

(１）福祉サービスの利用支援 

・福祉サービス利用手続きのお手伝い    ・サービス内容の説明や確認 

・書類確認のお手伝い  など 

(２）日常的な金銭管理のお手伝いや書類等の預かり 

・生活費のお届け    ・公共料金や医療費等の支払い支援 

・通帳や印鑑などの預かり   など 

専門員と一緒に利用者をサポートする役割を担っています。それぞれの利用者の「支援

計画」に沿って直接的な支援を行います。生活支援員は、この事業に関わるスタッフの中

でも、利用者の変化を把握できる一番身近な存在です。 
  ＊生活支援員になるには、一定の研修受講（無料）を必要とします 

生活支援員とは？ 

日常生活自立支援事業の主な仕事内容は？ 

裏面へつづく 



 

 

 

 

 

利 用 者：Ａさん（８０歳女性）自宅で一人暮らし。週２回のデイサービス利用 

支 援 内 容：月２回の活動 

        第１月曜日に生活費のお渡し 

       第３月曜日に生活費のお渡しとデイサービス利用料等の支払い 

活動の流れ：①社協にて活動内容の打合せ（通帳の受渡し） 

       ②金融機関へ行き、現金の払い戻し 

       ③利用者訪問、生活費のお渡し 

       ④デイサービス利用料等の支払い 

       ⑤社協にて活動内容の報告・確認 

【申込み・問合せ】 

 社会福祉法人 大牟田市社会福祉協議会  権利擁護センター（日常生活自立支援事業担当） 

        住所：大牟田市瓦町 9-3 総合福祉センター内 

        電話：0944-57-2531  FAX：0944-57-25６０ 

生活支援員の活動について 

・活動は平日の日中です。 

・利用者宅への訪問や金融機関等での手続きがあります。 

・活動日時は調整可能です。 

・研修を受けていただきますので、未経験の方も安心して活動できます。 

・活動時間に応じて報酬があります。 

よくある質問 

Q１．福祉の資格がなくても活動できますか？ 

A１．はい。専門員等が研修を行い、受講後に活動していただきます。 

Q２．毎日活動する必要がありますか？ 

A２．活動日程は、生活支援員の都合に合わせて調整します。 

Q３．一人で対応するのですか？ 

A３．活動は原則一人で行います。ただし、活動時に問題等があれば、専門員がフォローし、

対応します。 

活動例 

この事業では、金銭管理に不安がある方も、安心して住みなれた地域で生

活することができるよう、生活支援員・地域の方々・関係機関・社協職員が

連携しながら、利用者一人ひとりの生活を支えています。 

あなたも“生活支援員”として、地域福祉活動に参加してみませんか？ 


